
クラスだより

こひつじ１組

9月号
敬老の日のお手紙を書いたよ
「９月に敬老の日っていうものがあるんだけど、知ってる？」という話をしたところ、ほとんどの子が首を傾げる
姿がありました。そこで、どのような日なのかを伝え、ありがとうのお気持ちを伝えるために、お手紙を書くことに
なりました。
「ママのママは、みんなにとっておばあちゃんだよね。ママのパパはおじいちゃんだよね。でも、パパにも、ママがい
るよね？」という話を絵を描きながら伝え、どちらの祖父母に送るか考えてくるように話すと、子どもたちは悩み
つつも、お手紙を書くころには、これまでの思い出を振り返りながら「ばあばたちと、この前海行ったから、その
時の絵描いた！」「遊園地行った時の絵！」「これがおばあちゃんで、これがおじいちゃんで、これが私」など、
たくさんお話を聞かせてもらいました。
その後、一人ずつ封筒に切手を貼り、いざポストへ投函！ 皆で津田駅のポストまで歩いて向かいました。
後日「おじいちゃん、届いたって言ってたよ！」と嬉しそうに笑う姿が♪
手紙を書いて、切手を貼ってポストに投函することは、現代ではなかなか経験することが少なくなってきてい
ますが、敬老の日を通して、子どもたちが伝統的なコミュニケーション方法を知る事ができる貴重な経験に
なったことを嬉しく思います。

もうすぐ運動会！
パラバルーンについて
今年は入場を『スタートライン！』、パラバルーンは『笑顔』、退
場は『フレンズ』という曲に合わせて行います。
こひつじ１組さんは、取り組みの初日からとても楽しんで参加
しており、このクラスで初めて技を行ったとは思えないほど、一つ
一つの技がとても綺麗にまとまっていて、私も驚きと期待で毎回
胸が踊るような心地でした♪
何度も繰り返し行ううちに、曲自体にも親しみを覚えたようで、
口ずさむ子がとても増えてきました。退場前にちょっとした可愛ら
しいダンスも行いますので、お楽しみに♡

長い夏休みが明け、二学期が始まり、あっという間に運動会目前となりました。運動会の取り組みが進む
中で、今月は雨が続いた日も多く、そんなある日に、雨遊びを行いました！
「雨の中、思い切り遊べるんだよ！」と言うと、そんなことしてもいいの！？と驚くような反応を見せる子がたく
さん♪ 小雨でしたが、みんな雨に当たることや、砂場にたまった雨水での泥んこ遊びなど、久々のお外遊
びを楽しむ姿がありました。また、クラス内でお化け屋敷コーナーが出来たりと、行事の取り組みが入る中で
も、子どもたちは日々の園生活を楽しんでいます♪

今月の讃美歌・歌
♪よろこび ひろげよう
♪フレフレ ぼくらのくみ

クラスの取り組み
運動会に向けて…
・パラバルーンではクラス皆
が力を合わせて表現できる
ように日々励んでいます。
・リレーでは、子どもたち主
体で意見を出し合い グ
ループと順番を決めていま
す。

リレーについて
リレーとはどんなものかを伝えるために、最初は1チームずつ走ってバトンを繋いでみる、というところから
始まりました。
そこから順番をどうするか、子どもたちが考えました。最初は「私〇番がいい！」「俺はアンカーに行く！」
と番号を希望する子が多かったので、名前のマグネットを使って自由に決めました。その後、他クラスとの
リレーを経て、「どうしたら速くなって一位になれるのだろう？」と考える子が増えてきました。そのため、走
順を話し合うことにしたのですが、その決め方として「最初に速い人が来て、真ん中らへんにゆっくりな人に
して、最後は速い人にしたらいいんじゃない？」と案を出してくれた子が！ 「いいね！ じゃあ、速い人、
ゆっくりな人ってどうやったらわかるの？」と聞くと、「みんなでよーいどんしたらいいんちゃう？」と意見が出た
ため、一度競争してみることにしました。
しかし、その上で心配だったのが、競うことで、速い人、遅い人が目に見えてわかってしまうため、それが
自信に繋がる子は良いけれど、自信喪失になってしまったら嫌だな、と思い、競う前に子どもたちに私の
思いを話すことにしました。
「よーいどんで、誰が速いかわかるけど、速いことが良いわけじゃないんだよ。速い人もいるし、一生懸命
走っても、ゆっくりな人もいる。みんな得意なことと苦手なことがあるから、ゆっくりでも大丈夫なんだよ。一
人一人、自分なりに一生懸命走ったら、それで良いし、それがかっこいいんだよ」
そんな話をしたところ、子どもたちにも響いたのか、その後よーいどんをした時に、誰一人他者を非難す
る子も、速いことを自慢する子もいませんでした。その後、ゴールをした順に並べ、クラスで話し合いをし、
実際に走り、また話し合うということを何度も積み重ねました。
悔しい結果の日が何度もありましたが「次はもっと全力出す！」と話す子も多く、走り方やバトンパスの
方法を考えたり、調べてきて実践しました。どんな結果でも、私はこの話し合いの積み重ねや、みんなで
一つになって考え合うこと、それを実践することを繰り返したこの日々は、子どもたちの今後の人生におい
て大きな土台となる時間になったのではないかと思います。
当日、一人一人が自分なりの力を発揮できるように、子どもたちに寄り添っていこうと思います。
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